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して、 DINKs(Double Income No Kids)、DIWKs

































































































































106 総合都市研究第 83号 2004
回お話する地図はそれを引き継ぎまして、その対
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5 19 50 (%) 
|東京国際空港|
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f三際機叫開園田配司
2 6 20 (%) 











































114 総合都市研究第 83号 2004
では、高齢者ではなくて子どもがいる世帯とい
うのは、どの辺にいるのかというのを示したのが、


















































































































































































































































3 14 42 (%) 





















































0.29(%) 0.12 。(%) 32 16:;、h
収入1000万円以上世帯比率 (93年)、高額納税者比率 (94年)図3-19 
じJ勝僻蝿開園園町f際建問盟置園置と4
































































































































































図3・23 南関東のクラスタ一分布 (75年、 90年)
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いるということにお気づきかと思います。
では、 75年と90年を並べて少し整理していきた




























































































































































































































































































表4・1 東京の職業構成とその変化(区部); 1980-1995 
職業名 1980 1990 1995 増加率A 増加率B
専門技術職 10.8 13.7 14.4 33.3 3.9 
管理経営職 7.3 6.0 5.9 13.7 一2.5
事務職 22.5 24.3 23.9 13.8 3.1 
販売職 18.0 17.8 17.9 3.8 -0.1 
サービス職 10.3 9.5 10.3 2.3 7.1 
保安職 1.1 1.1 1.1 6.4 0.4 
農林漁業職 0.3 0.2 0.2 -8.5 -5.1 
運輸通信職 3.7 3.4 3.5 -5.1 3.5 
技能工 22.0 18.2 16.3 12.9 一11.6
労務作業者 3.6 4.4 4.5 30.2 1.7 
分類不能 0.4 1.3 1.8 


























































10分位階級 1979 1989 1994 1979/89 1989/94 
L I 3.5 3.1 3.2 -0.4 0.1 
E 5.3 4.9 4.9 -0.4 0.0 
E 6.4 5.9 6.2 -0.5 0.3 
W 7.2 6.9 7.0 -0.3 0.1 
V 8.2 7.8 8.1 -0.4 0.3 
VI 9.2 8.9 9.2 -0.3 0.3 
VI 0.3 10.4 10.5 0.1 0.1 
四 12.0 12.3 12.1 0.3 0.2 
区 14.8 14.8 15.1 0.0 0.3 
H X 23.1 25.0 23.5 1.9 -1.5 
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のある方は、ぜひ一度お立ち寄りいただいて手に
とっていただければと思います。
また、私たちはこうした自主研究だけではなく
て、さまざまな形で、社会と結びついた研究も進
めておりますので、また今後とも何か機会があり
ましたら、一緒に研究ができればということをお
願いしながら、本日の講演会のお礼にかえさせて
いただきます。本日はどうもありがとうございま
した。
(了)
